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Summary 
127 
The Ariake c1ay is a compressible soft marinεclay whose natural water content is mostly 
greater than the liquid limit (the liquidity index is greater than 1) and whosεsensitivity ratio 
巴xceedsmostly 16. 
Since the e-logp (日:void ratio， p:consolidation pressure) curves for th己undrainedAriake 
clay become generally convex downward due to the high sensitivity of clay， itis difficult to 
det邑rminethe prεconsolidation load Pc and the compression index Cc. 
Howev己r，the loge-logp plots b君camestraight lin巴swhich have different inc1inations ne and 
np inthe ovεrconsolidated and normally consolidated r巴gion，respectively. And the yield consoli喧
dation stresses P y determin吋 asthe p coordinates of the intersection of both straight lines werε 
apppr‘oximately in accordance with the Pc. 
Th邑relationshipbetw日日nnp and th巴initialvoid ratio eo for the undisturbed Ariake c1ay was 
obtainεd as 
np =4.64-0. 20eo (eo議2.0). 
From the above np equation and the definition of Cc， the Cc記quationwas♀xpress芭das a function 
of eo only by 
Cc=色。/(2.02-0.087日。).
The nεwly obtain邑dc equation was found to give thεupper limit of the告xperimentalCc values 
for the undisturbed Ariakεclay. 
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しはじめに
有明粘土は自然合水比が液性限界より大きく(液性指数が1以上)，したがって鋭敏比が高い
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Fig. 1 e~logp curv色sfor undisturbed Ariake 
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Fig目 2 Relationship between loge and logp 




いとしてヲ e~logp 法に代わるものとしての loge~logp 法を提築している.




の正規圧密領域における p~ε 関係 (ε: ひず
み)は次式で表される.
p= ap (emax ε) 向 (ey三五ε妥εmax，py三五






εmax eo/(l十eo) .・ H ・.*..・ H ・..……(2)
一方， eは次式，
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Fig‘4 Comparison of py (present method) 




p=ap {e/( 1 +eo) }-np ………………(4) 
(4)式によればpとeの間には両対数紙上で
藍線関係が成立する.
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Fig. 5 Charact巴risticsof remolded corpres-
sion index C'c (rearranged from t巴st
d呂taobtained by Fujikawa et aP)) 
(ey， py) は簡単に求められる@
この諜にして得られた ey，pyの値の意味について考察してみよう.
1 ) eyについて:いま eyとeoとの関係を示したものが Fig.3である.留によれば，両者の関
係は次式で表される.
ey = O. 954eo ・H ・H ・..……...・ H ・-・…...・ H ・H ・H ・..…………...・ H ・...・ H ・-…..，・ H ・-……...・ H ・"(5)
(5)式は藤)1ら明王種々の粘土について得た関係式と全く一致している.このことから，不撹乱有
明粘土の場合，圧密降伏は初期間際比の約95%の点で生じるといえよう.








c' c O. 37eo1.59 ………….・ H ・..….....・ H ・-…....・ H ・..…...・ H ・..…...・ H ・...・ H ・..……………(5)
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Fig. 6 Relationship betweεn C'c and eo for 
r日moldedAriake clay. 
dp= (npp/e)de .・ H ・...・ H ・H ・H ・...・ H ・.• ~ . .・ H ・...・ H ・.…..・ H ・...・ H ・..………...・ H ・.…(7)
(7)式を変形して，
pde/dp= -e/np .'.・ H ・-…・・… H ・H ・-…一… H ・H ・..…・… H ・H ・-… H ・H ・-…一・…・… H ・H ・-……(8)
ここで，圧縮指数 Cc は定義より e~logp 泊線における直練部の勾配であるから，
Cc I de/d(logp) I 
ヰ I 2.3pde/dp I .・ H ・...・ H ・-・ 2・・・・・・・・・・・・・・・・・ e・・ e・・・・・・・・・・・・・べ9)
(8)， (9)式より，




np =4 .64-0. 20eo ...…..・ H ・..……...・ H ・-…..，・ H ・...・ H ・-・…..・ H ・...・ H ・-・…..・ H ・-……(1)
(1札 (lD式より不撹乱有明粘土の一殻的Cc式として次式を得る.
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Fig. 8 Characteristics of undisturb巴dcompression 
ind巴xCc for Ariakεclay. 
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(1) e~p 関係は雨対数紙上において過庄密領域および正規庄密領域により る勾配(それ
ぞれ leおよび IIp) を有する直線となる@
(2) 両圧密領域における loge~logp 藍線の交点の p座壊である圧密捧伏能力 pyはカサグラ
ンデ法による Pcとほぼ一致した@
(3) 不撹乱有明粘土の npと初期間障上じむとの関係は eo詮2.0の範囲において次式で与えられ
る.







鋭敏比が高いために，圧密試験により得られる e~logp (e :間際比ラ p:!王密圧力)曲線の正
規EE密領域は下に凸な曲線となりヲ庄密先行荷重 pcや圧縮指数の決定が閤難である.
しかし， e~p 関係を両対数表示すると loge~logp 関係は過圧密領域および正規正密領域に
おいて異なる勾配(それぞれ neおよびnp)の直線となる.しかも. l向車線の交点の p 擦の値
として決定した圧密降伏応力めは近似的にカサグランデ法のあと一致した e
不謹乱有明粘土の%と初期間隙比eoとの関係は eo詮2.0の範囲において，
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